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令和４年第５回室蘭市教育委員会定例会

１ 日 時 令和４年５月１８日（水）

開会 午後４時００分

閉会 午後４時４５分

２ 場 所 室蘭市役所 ２階大会議室

３ 本日の議事日程

４ 出席委員 伊藤教育長 稲川委員 奈良委員 前田委員 定廣委員

５ 説明員 坂口教育部長 西舘教育部次長 船橋総務課長補佐

山口学校教育課長 山﨑生涯学習課長 佐藤生涯学習課主幹

伏見図書館長 本野学校給食センター所長

福島行政マネジメント推進課長

日程

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

第９

番 号 件　　　　　　名

会 議 録 署 名 委 員 の 指 名

会 議 録 承 認 に つ い て

報告第１号 公 共 施 設 適 正 化 の 推 進 に つ い て の 検 討 状 況 に 関 す る 件

報告第２号 室 蘭 市 教 育 委 員 会 ６ 月 行 事 予 定 の 件

報告第３号 令 和 ３ 年 度 室 蘭 市 教 育 委 員 会 所 管 施 設 利 用 状 況 報 告 の 件

議案第１号 室 蘭 市 教 育 支 援 委 員 会 委 員 の 委 嘱 の 件

議案第２号 室 蘭 市 教 育 支 援 委 員 会 諮 問 の 件

議案第３号 室 蘭 市 学 校 給 食 運 営 協 議 会 委 員 の 委 嘱 の 件

議案第４号 室 蘭 市 学 校 給 食 費 等 に 関 す る 諮 問 の 件
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伊藤教育長 ただ今から、令和４年第５回室蘭市教育委員会

定例会を開会いたします。なお、定例会に先立ち

まして、報告第１号に一部修正がございますので、

事務局より説明をさせていただきます。

船橋総務課長補佐 資料に一部訂正がございます。机上配布させて

いただいております「議事日程表」をご覧くださ

い。報告第１号の件名を「公共施設適正化の推進

に関する件」から「公共施設適正化の推進につい

ての検討状況に関する件」へ訂正させていただき

ます。また、「報告第１号」をご覧ください。最下

段の報告者を「室蘭市総務部行政マネジメント推

進課」から「室蘭市教育委員会教育長 伊藤博明」

へ訂正となります。説明は以上でございます。

伊藤教育長 日程第１「会議録署名委員の指名」を行います。

本日の会議録署名委員に奈良委員を指名いたしま

す。

次は、日程第２「会議録承認について」であり

ます。令和４年 第４回定例会の会議録は、先日、

委員の皆様に案として配布いたしております。配

布案のとおり、承認することに御異議ありません

か。

稲川委員 ９ページ目の「１万人中２人は発症の可能性が

あるという状況です。この地域の子どもの経過か

ら、教育委員会としてはデルタ株ではないかとし

ており」とありますが、室蘭市の子どもたちがこ

のような状況になり、重症化した場合に日鋼記念

病院か製鉄記念室蘭病院に行くようになっている

という文脈ですので、これでは意味が通じないで

すし、今流行っているのもオミクロン株ですので、

「この地域の子どもの経過から、教育委員会とし

てはデルタ株ではないかとしており」の部分は削

除した方が良いのではないでしょうか。
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伊藤教育長 事務局よろしいですか。削除ということでお願

いいたします。

坂口教育部長 失礼いたしました。

稲川委員 １０ページ目の「熱のみですと軽傷」の「傷」

はキズではなくて、「症状」の「症」のやまいだれ

の方ですね。

伊藤教育長 そうですね。

稲川委員 同ページの「インフルエンザの経験から」は「イ

ンフルエンザでは」に修正になるのかな。前回の

定例会の中で色々インフルエンザの想いを発言し

ていたと思いますし、議事録として残っていても

構いません。

伊藤教育長 ありがとうございます。

稲川委員 同ページの「ご高齢者の方の施設を守るための

具体的な政策がまだ出ていない」とありますが、

私は小児科のため高齢者の施設でどんな政策が出

ているか具体的な事は分からなく断言出来ないた

め、「まだ出ていないと思います。」にしていただ

けたらと思います。よろしくお願いいたします。

伊藤教育長 事務局よろしいですか。それでは、４点変更さ

せて頂きます。よろしくお願いいたします。ほか

に、ありませんか。それでは、４点変更させてい

ただきまして、承認とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。

次は、日程第３「報告第１号 公共施設適正化

の推進についての検討状況に関する件」を議題と

いたします。福島行政マネジメント推進課長より

説明をお願いします。
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福島行政マネジメント

推進課長 「報告第１号 公共施設適正化の推進について

の検討状況に関する件」についてご説明を申し上

げます。報告第１号別紙をご覧下さい。

こちらの資料は、現在検討している公共施設の

あり方についての審議や、利用団体向けの資料も

兼ねております。

それでは、１ページ目でございます。今、我々

の方で行政改革を取り組む中で公共施設のあり方

を検討しているところでございますが、なぜ公共

施設のあり方を検討しなければいけないのか。そ

こで室蘭市の抱える課題といたしまして、まず人

口減少の状況をグラフにさせていただきました。

ピーク時の、国勢調査の人口で言えば１６万人の

人口が、現在８万人を割り込んでおりまして、国

の推計でいきますと、２０４０年には５万５千人

と推計が出されています。２ページ目でございま

す。こちらは昨年６月に作成しました長期的な財

政の見通しになっております。表の上段が歳入、

下段が歳出、水色の網掛けが差し引きした毎年の

収支でございます。赤い枠で囲った今後５年間を

見ますと、それほど大きな収支不足は発生してい

ないのですが、これをずっと１５年先の令和１８

年まで推計していくと、毎年の収支不足額は非常

に増加していくような推計となっております。主

な要因は、黄色で網掛けされた市税・地方交付税

など、自治体が比較的自由に使えるいわゆる一般

財源収入ですが、これが、令和３年度当初２４４

億９千万円が、令和１８年になりますと２１５億

３,２００万円となり、約３０億円減少するような

推計となります。ならすと毎年２億円ずつ減少す

るといったような、非常に長期的に厳しい財政状

況が見込まれます。３ページ目をご覧下さい。本

市の公共施設の状況ですが、市の公共施設は、全

体の延べ床面積の合計が約５９万７千㎡あり、市

民一人当りに換算すると６.７１㎡となり、全国や
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道内の似たような規模の自治体平均と比較して多

い状況になっております。要因といたしましては、

公共施設の縮減を進めるスピード以上に人口減少

が進んでいるのが要因のひとつとして考えており

ます。下の棒グラフは、建てた年代別の床面積の

グラフですが、やはり人口がピークの頃に多くの

公共施設を整備してきたところで、築３０年以上

経過した建物が７割以上あるということで老朽化

対応というのが大きな課題になってるといった現

状がございます。次に４ページ目をご覧下さい。

今後特に検討が必要な公共施設、この先２０年以

内、２０４０年までに建て替え時期を迎える公共

施設が、本庁舎から水族館まで８施設ございます

が、これらを将来どうするかについて、大きな課

題となっております。主に、教育施設がほとんど

という状況でございます。次に５ページ目をご覧

下さい。この８施設を今と同規模程度で建て替え

た場合、概算ではありますが全部で約１８０億円

と試算されております。数字から考えますと、全

てを建て替えるのは難しいかと考えております。

では、この８施設について一定の基準や視点から

優先順を決めまして、将来的な財政負担も考慮し

ながらあり方を検討していく必要があると考えて

おります。現時点で考えている基準の案としては、

３点ございまして、１つ「優先機能」というのは、

法令での義務付けや生活上必要不可欠な機能とい

うことで、学校や、消防、ゴミ処理施設、庁舎な

ど、こういった施設は必ず市として維持していか

なければならないというのが１つ。次に２点目「集

約の可能性」として、市内に同じ機能を提供する

施設があるかないかを考えていくのが１つ。次に

３点目、「広域連携の可能性」として、市内になく

ても近隣西胆振地域の中で同じ機能を提供する施

設があるかないか、こういったところを基準に考

えてみてはどうかということで、６ページ目に今

お話しした基準を８施設にあてはめたフロー図を
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記載しております。今後２０年以内に建て替え時

期を迎えるかどうかで、８施設とそれ以外に分か

れまして、①優先機能としては、本庁舎と給食セ

ンターは今後も市が維持していかなければならな

いものですので、優先的に「ＹＥＳ」となります。

それ以外の施設について、②集約の可能性のとこ

ろで、市内に同じ機能が提供されるのかどうかと

いうところで見れば、文化センターの大ホールに

つきましては、客席数や舞台の規模は違いますが、

市内に市民会館ホールがありますので「ＹＥＳ」

になり、管理棟の貸館機能は、市内には例えばミ

ンクールやきらんなどに貸館機能があります。武

揚体育館につきましても、４月に入江にオープン

した総合体育館や学校開放などが行われておりま

すので、これも「ＹＥＳ」となり、それ以外は市

内に同じ機能がないので「ＮＯ」となります。次

に、③広域連携の可能性としては、近隣でどうな

のかというところで見ると、例えばだんパラスキ

ー場につきましては、市内にスキー場はありませ

んが、隣接市の登別市に登別サンライバスキー場

があります。水族館につきましても、全く規模は

異なりますが、登別マリンパークニクスがあると

いうことで「ＹＥＳ」となります。美術館、屋内

スケートリンクは「ＮＯ」となります。このよう

に３点の基準で考えると、表のとおり優先順を４

つのグループに分けられるのではないかと考えた

ところでございます。次に７ページ目をご覧下さ

い。公共施設の優先順位のお話しをさせて頂きま

したが、財政面からみてどうなのかというところ

でございまして、先ほど財政の見通しについて話

しをさせていただきましたが、市税・地方交付税

など一般財源収入が、毎年約２億円減少が見込ま

れるとの推計の中で、公共施設に関する運営管理

費や、建設にかかる公債費も、２０４０年までに

１５％減らすことを目標として、行革プランを設

定しております。運営管理費につきまして、公共
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施設全体で見ていくと、全体で約１３億円の運営

管理費がかかっております。これを１５％削減と

なると、目標が約１１億円となりますので、２億

円程度の縮減が必要ではないかと考えております。

公債費については、現状で年間約３２億円の返済

がありますが、これを順調に返済していくと、２

０４０年には約２３億円になりますが、８施設全

て建て替えた場合、１８０億円かかるとお話しさ

せて頂きましたが、その返済が年間６億円上積み

され、合わせると２９億円となってしまい、目標

の２７億円を超えてしまいますので、２億円程度

縮減を考えていかねばならないというのが財政的

な目安と思っております。８ページ目をご覧下さ

い。先ほど４つのグループに分けた優先順と、財

政目標をかけあわせて考えると、市内で同じ機能

を有する優先順４グループの文化センターや武揚

体育館を建て替えるのは難しいと考えます。さら

に、２億円くらいの縮減を考えますと、西胆振地

域で同じ機能が提供される３グループのだんパラ

スキー場、水族館も含め、３、４グループについ

ては、このまま将来建て替えして存続するのは現

状では難しいのではないかというのが、現時点で

の考えであります。９ページ目をご覧下さい。今

申し上げましたのは、あくまで現時点で考えた市

の案ではありますが、例えば、将来建て替えしな

い、存続するのが難しい施設については、今後い

つまで使用できるかのお問い合わせはあろうかと

思います。例えば３つの視点で使用期間を考える

必要があるものと思います。ひとつめ、①指定管

理期間として、現在も多くの施設は、事業者と５

年、１０年という期間で施設管理の協定を結んで

おりますので、その期間中は使用することが基本

となるかと思います。次に、②老朽化の状況とし

て、改修が必要な施設について、今後どの程度の

費用をかけて延命化を図るか検討が必要というこ

とと、③代替機能として、実際に施設を利用して
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いる団体もおられますので、代わりの活動場所が

一定程度確保できるよう、検討・調整が必要にな

ってくると思います。将来存続するとなった施設

は、いつ建て替えするのか、ということについて

も、存続の仕方として、新築・建て替えに限らず、

今ある他の施設の活用・複合化など様々な手段が

考えられますので、今後１８０億円かかるという

試算はあくまで目安として出したものですから、

実際に今後のあり方を検討していく中では、様々

な手法というのを考えていかなければならないと

思っております。今お話した説明の内容は、各施

設の利用団体や、市民の皆様にもご説明してご意

見を頂きながら検討を進め、今年度中を目途に、

施設の将来的な方向性をまとめていきたいと考え

ております。以降１０ページから１３ページは、

参考として、施設の利用者数や運営管理費、過去

の改修費や今後予想される改修費、建て替え費の

内訳など掲載しておりますで、後でご覧ください。

最後に１４ページに、本日の説明内容や資料など、

市ホームページにも同じ内容を公表しておりまし

て、ご意見等頂ければと思い、意見募集フォーム

というものをご用意しておりまして、そこで今市

民の皆様からご意見を募集しています。主には教

育施設が多いものですから、教育委員の皆様から

のご意見もいただきたいと思うところでお話しを

させて頂いたところであります。説明は以上でご

ざいます。

伊藤教育長 ただいまの説明に対しまして、ご質問等は、あり

ませんか。

定廣委員 だんパラスキー場には、サンパワーは含まれます

か。それとも別のくくりになりますか。

福島行政マネジメント

推進課長 今検討に挙がっているのは、スキー場のみでし
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て、スキー場はリフトも更新しなければならない

ので、対象となってございます。サンパワーにつ

きましては、検討の対象外になっております。

定廣委員 まだ、建て替えするほど古くはないですか。

福島行政マネジメント

推進課長 そうですね。今後２０年以内にタイミングがくる

かといいますと、建て替えの対象のカテゴリには入

っていません。

定廣委員 ありがとうございます。

伊藤教育長 ほかにございませんか。

稲川委員 特に考え方が変わった訳ではないですか。きらん

や図書館を建て替えたりなど、色々なことをずっと

やってこられたと思いますが、特別大きく考え方が

変わっているということはないですか。

福島行政マネジメント

推進課長 もちろん、建て替えの時に図書館と科学館を合

築するとか、きらんであれば複合化するとか、そ

ういう取り組みはこれまでも公共施設を整備して

いく中でやってきたところで、そこの考え方は今

回から新しく変わった訳ではございません。新し

い施設を建て替えるときに、古い施設を集約して

複合化を図ることは、確かにこれまでもやってき

ているところですが、今回の考え方は、大きな財

政負担の中、実際に建て替えるかどうかというと

ころを考えていかなければならないというのが問

題の本質となりますので、実際建て替えるとなっ

た場合に、複合化や集約を考えていくことは、こ

れまで通り検討していかなければならないと思い

ます。
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稲川委員 総合的に考えなければいけないということです

ね。本庁舎などは建て替えなければいけないと思

いますが、様々な課題がある中、財政も難しいと

思います。国も色んな形で補助金を出すでしょう

から、知恵を絞りながら頑張って下さい。

伊藤教育長 ありがとうございます。

前田委員 給食センターは、必ず各町に単独で設けなけれ

ばならない規定があるのですか。

福島行政マネジメント

推進課長 当然給食を提供するという機能としては、学校教

育の中で必要な機能にはなりますけれども、その

やり方として、今おっしゃったとおり単独の町と

して持つ場合もあれば、隣の町と共同で整備する

というパターンもございます。給食センターは市

として必ず残さなければならないと考えておりま

すが、その中で、登別市と一緒に給食センターを

できるかどうかというのを、今年度協議しながら

方向性を決めていきたいと考えております。

前田委員 合同で使えるようなのがあったら、合理的ですよ

ね。看護専門学院は、例えば市立病院のようなもの

に併設するとか、そういうことは出来ないものです

か。

福島行政マネジメント

推進課長 今、旧文化女子室蘭短期大学の建物を改修して、

看護専門学院として使っておりますが、そこからい

くと少し年数が経っているので、今回の対象として

は挙がってきているところではあります。６ページ

のフロー図でも、別途検討として看護学院を枠外に

下げているのですが、現在室蘭市の地域医療につい

て様々な議論をさせていただいており、検討してい

るという状況であります。他の公共施設と異なりま
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して、看護学院の場合、将来の地域の医療のあり方

によって看護学院がどうなっていくのかというとこ

ろがありますので、そちらの議論を踏まえながら検

討することで、公共施設の議論から外させていただ

いております。

稲川委員 今まで定員８０名で運営しておりましたが、応

募者がいなく、現在は５０名になっています。こ

れから少子化が進む中、地域の医療機関としては

何とか維持して欲しいと医師会に要望があったり

します。地域の医療の再編の中で、どのように医

療提供体制をやっていくかで決まってくると思い

ます。

伊藤教育長 ほかに、ありませんか。それでは、報告第１号

は終了といたします。

次は、日程第４「報告第２号 室蘭市教育委員

会６月行事予定の件」を議題といたします。事務

局の説明をお願いします。

船橋総務課長補佐 「報告第２号 室蘭市教育委員会６月行事予定

の件」のうち、主なものにつきまして、ご説明い

たします。次のページの報告第２号別紙をご覧願

います。

はじめに、学校教育課でございます。４日から

１８日まで、各小学校で運動会が行われるほか、

１０日から２９日まで、「教科書展示会」が、教科

書センターと図書館本館・輪西分室で行われます。

次に、生涯学習課でございます。はじめに、社会

教育では、２日に、「令和４年第３回社会教育委員

の会」が行われるほか、２６日に「男女平等参画

プラザ祭２０２２」がミンクールで開催されます。

次の市民美術館では、１日から２６日まで「熊谷

善正・高野次郎展」、２日から５日まで「写真道展」、

９日から１２日まで「室蘭美術協会企画展」、１４

日から１９日まで「佐々木俊二展」が開催されま
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す。次のＤＥＮＺＡＩ環境科学館では、「ファミリ

ーサイエンス・七夕飾り」や「スポットサイエン

ス・水をきれいにしよう」などが、随時、開催さ

れます。次のスポーツでは、２６日に「ニュース

ポーツフェスティバル」が栗林商会アリーナで開

催されます。次のページ図書館でございます。１

日と２５日に「おはなし会」、１９日に「英語のお

はなし会」、２９日に「ステップライブラリー」、

３０日に「親子読書ふれあい事業・ブックスター

ト」が開催されます。次の、港の文学館では、月

を通して、港の文学館企画展室蘭市開港１５０年

市制施行１００年記念事業前期「芥川賞の歴史」

～時代を繋ぐ地元ゆかりの３人の芥川賞作家～が

開催されます。説明は以上でございます。

伊藤教育長 ただいまの説明に対しまして、御質問等は、あ

りませんか。それでは、報告第２号は、終了しま

す。

次は、日程第５「報告第３号 令和３年度室蘭

市教育委員会所管施設利用状況報告の件」を議題

といたします。事務局の説明をお願いします。

山﨑生涯学習課長 「報告第３号 令和３年度室蘭市教育委員会所

管施設利用状況報告の件」について、私より社会・

文化関連施設について、ご説明申し上げます。報

告第３号別紙１をご覧ください。

令和３年度は､１番目の文化センターから９番目

の生涯学習センターまでの合計で、令和２年度の

３４万２，７４９人に対し、４０万７，１８９人

と、６万４，４４０人増加してございます。利用

増となりました１番の文化センター及び２番の市

民会館につきましては、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、休館した期間もありましたが、

令和２年度に比べ、ホールの利用件数が回復傾向

にあり、利用者増につながったものでございます。

また、９番の生涯学習センターにつきましては、
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来館者数は回復傾向にあるものの、現在も自由来

館できる交流ひろばの利用を制限しておりますこ

となどから、全体の利用者数は前年度に比べ増加

しているものの、令和元年度の半数程度となって

おります。３番の環境科学館、７番の図書館につ

きましては、施設の移転がありましたことから、

旧施設では減少、新施設では増加となっておりま

す。他の施設につきましては、例年微減傾向にご

ざいます。社会・文化関連施設の報告につきまし

ては、以上でございます。

佐藤生涯学習課主幹 続いてスポーツ関連施設について、ご説明しま

す。報告第３号別紙２をご覧ください。

１番から１７番目までの施設全体の合計ですが、

令和２年度は約２７万１千人に対し、令和３年度

は約２８万人となっており、９千人の増加となっ

ております。増加しているもののいまだ無観客の

開催などコロナ前の状態、特に、プールは６万人

前後いたのが４万人前後、体育館は１３万人前後

いたのが８万人とまだ戻ってきていない状況です。

増減の内容でございますが、大きく分けて２つの

傾向があるかと思っておりまして、ひとつは市民

利用の多い施設については、コロナの閉館の影響

を受けていると思っております。もうひとつは大

会利用の多い施設については、徐々に大会が実施

され利用者が増えていると考えております。主な

ものでは、祝津公園やグラウンド、高砂テニスコ

ート、パークゴルフ場などはシーズン中に閉館期

間が多く減少傾向にあったと思っております。入

江競技場や入江運動公園につきましては、令和２

年度は全国大会自体が中止されておりましたが、

令和３年度は全国大会が開催され、それに伴い地

区の大会等も開催されるようになり、利用者が増

加しているのかと思います。その他といたしまし

ては、室蘭市体育館については閉館日が多かった

割に、大会が割と多く開催されたこと、最後の利
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用を楽しんだことが想定され増加しております。

だんぱらスキー場については、令和３年度は積雪

と天候に恵まれ、ほぼ休館日なく運営できたこと

や、ナイターの利用が増加したことによる増加と

なってございます。説明は以上でございます。

伊藤教育長 ありがとうございます。ただいまの説明に対し

まして、御質問等は、ありませんか。それでは、

報告第３号は、終了します。

次は、日程第６「議案第１号 室蘭市教育支援

委員会委員の委嘱の件」、日程第７「議案第２号 室

蘭市教育支援委員会諮問の件」を議題といたしま

す。事務局の説明をお願いします。

山口学校教育課長 最初に、「議案第１号 室蘭市教育支援委員会委

員の委嘱の件」についてご説明申し上げます。本

件は、室蘭市教育支援委員会条例第３条に基づき、

次のページの議案第１号別紙の名簿のとおり提案

申し上げるものでございます。教育支援委員会の

委員は、議案第１号参考に記載のとおり、医師、

学識経験者、教育職員、関係行政機関の職員、特

別支援教育の推進に関して適当と認める者の中か

ら委嘱することとしており、今回委嘱する委員の

人数は、３３人としておりまして、内訳は、再任

の委員が１８人、新任の委員が１５人となってお

ります。委員の任期につきましては、令和４年７

月１日から令和６年６月３０日までの２年間とな

っております。

続きまして、「議案第２号 室蘭市教育支援委員

会諮問の件」について、ご説明申し上げます。本

件は、室蘭市教育支援委員会条例第２条に基づき、

教育上特別な支援を必要とする就学予定者や児童

生徒に対し、教育的ニーズに応じた適切な教育的

支援を行うため、児童生徒等の適切な就学先及び

就学後の教育的支援に関すること、並びに特別支

援教育の指導の改善及び推進に関すること、の２
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点に関して教育支援委員会に諮問したいことから、

提案申し上げるものでございます。なお、諮問に

つきましては、７月１日に予定しております第１

回委員会の席上で行いまして、１１月上旬に本件

諮問に対する答申をいただけるよう、業務日程を

考えてございます。説明は以上でございます。ご

審議のほどよろしくお願い申し上げます。

伊藤教育長 ただいまの説明に対しまして、御質問等は、あ

りませんか。それでは、議案第１号及び議案第２

号は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。

（異議なし）

伊藤教育長 御異議がありませんので、原案のとおり可決い

たします。

次は、日程第８「議案第３号 室蘭市学校給食

運営協議会委員の委嘱の件」、日程第９「議案第４

号 室蘭市学校給食費等に関する諮問の件」を議

題といたします。事務局の説明をお願いします。

本野給食センター所長 学校給食センターが所管し提案いたします、議

案第３号と議案第４号について、併せてご説明申

し上げます。

まず、「議案第３号 室蘭市学校給食運営協議会

委員の委嘱の件」についてでございます。本件は、

室蘭市学校給食センター条例第４条及び同条例施

行規則第８条の規定に基づき、次ページの議案第

３号別紙の名簿のとおりご提案するものでござい

ます。選任する委員のうち「室蘭市父母と先生の

会連合会」の小野吉子委員が退任されたことから、

その後任委員として、新野晴美様を新たに委嘱す

るものでございます。なお、委嘱期間は、前任者

の残任期間であります、令和４年６月７日から令

和５年６月６日まで委嘱いたしたく存じます。議
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案第３号に全ての委員の名簿を添付しております。

続きまして、「議案第４号 室蘭市学校給食費等

に関する諮問の件」について、ご説明申し上げま

す。本件は、室蘭市学校給食センター条例第４条

及び同条例施行規則第７条の規定に基づき、令和

５年度の学校給食費等につきまして、室蘭市学校

給食運営協議会に諮問することから、ご提案する

ものでございます。また、学校給食費の決定につ

きましては、この諮問に対する運営協議会からの

答申後、教育委員会定例会にてご審議のうえ、決

定する運びになっております。なお、運営協議会

からの答申につきましては、令和５年１月下旬を

予定しております。なお、参考としまして室蘭学

校給食センター条例及び室蘭市学校給食センター

条例施行規則の抜粋を添付しております。説明は

以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願

いいたします。

伊藤教育長 ただいまの説明に対しまして、御質問等は、あ

りませんか。何かわかりにくい点ありましたら、

お聞き頂いても構いません。ほかに、ありません

か。それでは、議案第３号及び議案第４号は原案

のとおり可決することにご異議ありませんか。

（異議なし）

伊藤教育長 御異議がありませんので、原案のとおり可決い

たします。以上で、本日の日程は、全部終了いた

しました。これをもちまして、令和４年第５回室

蘭市教育委員会定例会を閉会いたしますが、その

他として市内小中学校の感染状況について、お手

元の資料に基づいて学校教育課長よりご説明いた

しますので、お聞き頂けたらと思います。学校教

育課長よろしくお願いいたします。

山口学校教育課長 お手元資料をお配りしておりますが、先週末５
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月１４日までの感染状況をまとめたものでござい

ます。５月ゴールデンウィーク明けからやはり、

感染者が増えているような状況でございまして、

５月１４日現在で５月の感染者が１１７名、小学

生が７６名、中学生が４１名となってございます。

内容を見ますと、やはり中学生が少し増えてきて

いるような状況でございます。部活動の再開です

とか、小学校の少年団活動の再開などもございま

して、感染が高止まりの状況が継続している状態

でございます。毎日の感染状況を学校からの報告

から聞きますと、今１週間の自宅療養、待機期間

を設けておりますが、１週間自宅待機してやっと

学校に出てきた途端に、学校で発熱して検査をし

た結果陽性だったということが、最近少し散見さ

れております。感染状況は以上でございます。

伊藤教育長 何かご質問等ございませんか。今、全然下がる

気配がないですね、室蘭市は。

山口学校教育課長 中学校の感染が増えていると先ほどお伝えした

ところですが、東明中学校が実は昨日修学旅行へ

出発の予定だったのですが、３年生の感染者が出

まして、７月に延期しております。それ以外の４

校は、昨日と今日出発しております。

伊藤教育長 ほかに、ありませんか。それでは、本日の日程

は、全部終了いたしました。これをもちまして、

令和４年第５回室蘭市教育委員会定例会を閉会い

たします。
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